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○ TRI-SEVEN ROPPONGIプロジェクトとレンドリース

 レンドリース・ジャパン：
オーストラリアに本社を置く不動産デベロッパー・建設会社の⽇本法⼈
⽇本では建築や通信分野におけるPM・CMやコンサルタント業務等を実施

 2008年より、ペンブロークによるトライセブン六本⽊プロジェクトに参画

○ TRI-SEVEN ROPPONGIプロジェクトでのレンドリース業務

スケジュールマネジメント

コストマネジメント

サスティナビリティワークセッション

電柱地中化⼯事プロジェクトマネジメント

ギャップ分析

既存建物のデューデリジェンス

LEED認証取得
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持続可能な敷地

⽔の効率的利⽤

エネルギーと⼤気

材料と資源

材料と資源（続き）

室内環境品質

設計における⾰新性

地域における重要項⽬
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 敷地の交通利便性とそれに呼応する利⽤者ニーズへの対応、ビル利⽤者・近隣の⽅にとっ
ての⼼地よさを追求した結果等がそのまま加点につながった。

 屋上への⾼反射塗料の塗布は、LEED加点を意識して追加された。

持続可能な敷地
建設活動での汚染防⽌
敷地選定
開発密度とコミュニティの連係性
ブラウンフィールドの再開発

代替交通⼿段：
公共交通機関へのアクセス
駐輪場および更⾐室

低排出ガスor低燃費⾞

許容駐⾞場台数

敷地開発：⽣物⽣息地の保護または復元
敷地開発：オープンスペースの最⼤化
⾬⽔流出計画：排出量管理
⾬⽔流出計画：⽔質管理
ヒートアイランド現象：屋根⾯以外
ヒートアイランド現象：屋根⾯
光害の低減
テナント部分の設計と施⼯のガイドライン
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⽔の効率的利⽤
⽔使⽤量の削減
ランドスケープでの⽔の効率的利⽤
⾰新的な廃⽔処理技術
⽔使⽤量の削減

 節⽔型器具の導⼊、⾬⽔中⽔利⽤により加点につながった。

エネルギーと⼤気
建物のエネルギーシステムに関する
基本的コミッショニング

最低限求められるエネルギー性能
基本的な冷媒管理
エネルギー性能の最適化
敷地内の再⽣可能エネルギー
拡張コミッショニング
冷媒管理の強化
測定と検証：ベースビル
測定と検証：テナントスペース
グリーン電⼒

 エネルギー性能については、⽇本の⼀般的な事務所ビルの⽔準以上のため加点となった。
 コミッショニングクレジット等においては、施主が意図したとおりにビルができて運営さ

れるように的確に確認していくこと、都度改善の余地を追及することが加点につながった。

材料と資源
リサイクル可能資源の収集と保管

建物のリユース
建設廃棄物管理
材料の再利⽤
リサイクル材含有率
地域材料
認証⽊材

 建設廃棄物の分別管理・記録の提出等により加点につながった。
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室内環境品質
最低限求められる室内空気質性能
環境中のタバコ煙の管理
外気供給モニタリング
換気効率の向上

建設段階における室内空気質管理計画
低放散材料：接着剤・シーリング材

塗装・コーティング材
カーペット・床材

複合⽊材・
アグリファイバー製品

室内化学物質、有害物質の制御
システムの制御性：温熱快適性
温熱快適性：設計

昼光利⽤と眺望：昼光
昼光利⽤と眺望：眺望確保

 施⼯期間中のダクト養⽣等の対応、室内から眺望を確保しやすい平⾯形が加点につながった。

設計における⾰新性
⽔使⽤量の削減

代替交通⼿段

ヒートアイランド現象：屋根⾯以外

歩き回りやすい敷地

LEED APの参加

 ビル性能に起因する項⽬として、⾬⽔中⽔利⽤で上⽔使⽤量の削減、公共交通機関の利⽤促

進、100％地下駐⾞場によるヒートアイランド現象の減少より、合せて3点の加点となった。

 敷地内のWalkabilityを促すパイロットクレジット取得により、1点の加点となった。

 その他、LEED APの参加で1点の加点となった。
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○ パイロットクレジット Walkable Project Site

 利⽤者の居⼼地や近隣環境への貢献を追及
した外構計画がそのまま加点につながった。

• 建物出⼊⼝や街路歩道と接続した
連続的な敷地内歩道や広場の確保

• 屋外駐⾞場を設けないこと
• 街路に⾯した搬⼊動線や駐⾞場⼊⼝
の間⼝の抑制

• 前⾯道路に対する建物ファサード
⾼さのプロポーション

• 窓や開⼝のないファサード⾯⽐率の
抑制など

歩⾏者や⾃転⾞の利⽤しやすい環境を作り、健康の増進やコミュニティの強化を
促すことを意図したクレジット

季節により表情を変える連続的な敷地内歩道

店舗等が配置されたメインファサード 植物と⽯に溶け込んだ地下駐⾞場の⼊⼝

⽯と⽔の意匠、緑豊かな敷地内広場



7

神社参道側より

○ おわりに

TRI-SEVENにおけるLEED認証取得からの学び

①プロジェクト早期から認証対応に着⼿
②ビル⼊居者・来訪者の快適性向上や地域への貢献に注⼒
③ 設計者・施⼯者に対する啓蒙と協⼒関係の構築
④ 認証に対応するための設計・施⼯上の制約に注意

 ビル開発者の理想がそのままLEEDのコンセプトに重なることがある。
プロジェクトの早い段階からLEEDを視野にいれて進めれば取得はより現実的になる。
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